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Development of a Compact Alexandrite Laser
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An alexanc行ite lidar can be used to measure water vapor concentrations,

presi】re and temperature pro fi且e in the a紬osphere｡ In this paper,we propose

a new cavity arrangement of a compacも　alexandrite laser for these lidar

applications.

[1コ　はじめに

アレキサンドライトレーザは,波長700nmから800nm程度の領域で発癌

す吊＼摘蝣蝣in持たな図体レ-ヂ針rrtJ,こおミ′､て義も青雲なも<｣である｡

この波長領域でのレ-ザレ-ダへの応用にとって､アレキサンドライトレーザは､

優れた艶々の性質を有する魅力あるレ-ザであるO　例えば､ Ca h e n ち a1.

日982)汰,差分吸収法による大気中の水蒸気量の測定, Me gi e (1980)

¥'r¥工　人:xA,i享二･､.-舶通分¥¥:(7)測定s¥cOアンキチンドライトレーサの利用を捷尭しているo

我々は､ライダーによる水蒸気測定への利用を目的として,アレキサンドライトレ

ーザの新しい基擾凝構成を考え､試作したO　ここに,∵その概要を報告する｡

[2コ　水蒸気ライダー

対流圏の水蒸気分布の制定は,気象要素の測定としては重要であるO '従来,

Zu e v e t 1. (1983)は694◎　2mmと694｡ 5nmの波長にル

ビーレ-ザを温度同調することにより,また最近ではG ㍗ a n t e t　　　∴　(1

987)が､ 1 0fim帯の炭酸ガスレ-ザを用いて水蒸気分布の測定を試みている｡

水蒸気の吸収バンドを利用したライダー測定には,差分吸収法(DIAL法)を用

いろV:>章　-v'-VIViでh&*　こft~JVOXでは_.ン-　忘｢称号寺宝波長の発信と時間的に波長

が安定なことが望ましい｡

アレキサンドライトレーザは,一般的にルピーレ-ザより発倍効率が良く､小型化

が可能であるO　また､広い範囲に同調が容易である｡更に炭酸ガスレ-ザの10/im

より感度良く覚悟可能であり､装置もシンプルである｡したがって､ P el o n

L〕t.　主　上　(1986)も述べているごとく､水蒸気ライダー用レ-ザとしては,

アレキサンド=jイトレーザが最適であろう｡
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[3コ装置

我々が試作したアレキサンドライトレーザの構成図を､ F工G｡ 1に示すO　特徴は､

双楕円反射筒の中央の焦点に,フラッシュランプを置き,他の2つの焦点にレ-ザ媒
質を置く構造となっている｡

1番目の利周の仕方としては､片方のレ-ザ媒質による共振器によって狭い波長で

同調され考レ-ザ兼を,もう一方のレ-ザ媒質に導くことによって､増幅する0 1本
のフラッシュランプによって,発信と増幅を行なうため,その間のタイミングがとり

安く,安定な発揚が得られる｡
2番目の利用の仕方としては､両方とも発磁器として用い､同時に2波長の同調さ

れた出力が得られる｡直径6mmの媒質について,ノーマル発振の際の出力特性を,

FIG｡ 2に示す｡ 2波長D工AL方式のライダーへの利用が考えられる｡
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◎:出力親R=80%　効率0 17% (siope effⅠ lency O46%)

o:出力銘R=60%　効率0.07% (slope lliclency O33%)
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